
　
「
那
賀
高
祭
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
バ
ザ

ー
が
で
き
る
よ
！
」
ど
の
生
徒
も
そ
し
て

先
生
も
こ
の
言
葉
を
待
っ
て
い
た
。
コ
ロ

ナ
に
よ
る
自
粛
が
続
く
中
で
、
よ
う
や
く

行
う
こ
と
が
で
き
た
本
来
の
形
の
学
校
祭
。

本
来
の
形
と
は
い
え
ど
、
ま
だ
ま
だ
外
部

の
方
は
参
加
不
可
と
い
う
条
件
付
き
で
は

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り

楽
し
い
も
の
に
な
る
か
を
、
ど
の
ク
ラ
ス

の
生
徒
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら

考
え
を
ま
と
め
て
い
っ
た
。
体
育
祭
に
関

し
て
は
、
各
家
庭
で
１
名
の
保
護
者
に
限

る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の

保
護
者
に
来
校
い
た
だ
き
、
大
変
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
体
育
祭
と
な
っ
た
。
や
は
り
、

人
が
い
な
く
て
は
盛
り
上
が
り
に
も
欠
け

て
し
ま
う
。
人
が
集
ま
る
こ
と
の
重
要
性

を
再
確
認
で
き
た
学
校
祭
で
も
あ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
、

那
賀
高
祭
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
ど
う
な

る
か
と
不
安
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
て
成

功
裏
に
学
校
祭
は
幕
を
閉
じ
た
。
校
長
先

生
か
ら
、「
一
度
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
学
校

祭
を
こ
う
し
て
、
復
活
さ
せ
る
に
は
相
当

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
だ
っ
た
と
思
う
。

３
年
生
を
中
心
に
、
本
当
に
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
、
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
。」
と
讃

え
て
い
た
だ

き
、
生
徒
た

ち
は
充
実
し

た
表
情
を
見

せ
て
い
た
。

　

ま
た
、
こ

の
成
功
の
裏

に
は
生
徒
会

役
員
の
大
活

躍
が
あ
っ
た

こ
と
を
見
逃

す
こ
と
が
で

き
な
い
。
夏

休
み
か
ら
準

備
を
始
め
、

「
あ
あ
で
も

な
い
。」「
こ
う

で
も
な
い
。」

「
ダ
ン
ス
変
わ

る
ん
!?
」「
こ

れ
が
い
い
な
。」「
絶
対
お
も
ろ
い
！
」
な

ど
と
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
文
化
祭
の

最
後
を
締
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
出
し
物
を

作
り
上
げ
た
。
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る

彼
ら
の
姿
。
来
年
度
こ
そ
は
、
さ
ら
に
多

く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に

願
う
。

　２学年が10月27日（木）・28日（金）の2日間，インターンシップ（職業体験）に参加
しました。
　阿南警察署やＪＡアグリあなん，那賀町林業振興課など，様々な事業所で貴重な体験
をさせていただきました。

　「クラブコルツ」さんでインターンシップをさせていただきました。馬小屋の掃除，
餌やり，ポニーの散歩，馬のブラッシングなどをしました。他にもいろんな動物がい
たので，仕事をしながら癒しをもらうことができました。休憩時間も，担当の方が真
剣に私たちの進路について考え，アドバイスをしてくださいました。コルツさんの担
当の方のような親切な方と働くことができたら，楽しく，まさに天職のようなものに
なるだろうと思いました。
　馬の感情は耳でわかると教えてくださったり，それぞれの馬の性格によって部屋の
状態が違っていたりしていたので，人間と同じだと思いました。そして，担当の方は，
とても熱心に動物たちのお世話をしていて，一頭一頭の馬の性格を細かく把握してお
り，今，馬がどんな気持ちなのか，何をしてほしいのかを瞬時に理解していて，本当
に動物たちのことを愛しているのだと思いました。当たり前のことなのかもしれませ
んが，言葉の通じない動物たちに対しての心遣いは，普通の人ではできないことなの
だと感じました。
　私も，これを機に，「わからない」ではなく，誰かの気持ちや立場を自分に置き換えて，
より深く知ることから始め，「理解してみよう」を心がけていきたいと思います。
私も，これを機に，「わか私私
り深く知ることから始りより

令和４年度
大学・専門学校訪問

！
」
な

化
祭
の

し
物
を

て
い
る

ら
に
多

と
切
に

２学年が10月27日２２ （木）・28日（金）の2日間，インターンシップ（職業体験）に参参参加
ました。ましま
阿南警察署やＪＡアグリあなん，那賀町林業振興課など，様々な事業所で貴重な体阿阿 体体験
させていただきました。さをさ

インターンシップに参加して 22HR  中  田  早  映

文文化化祭 文 100月月1日㈯
2日㈰

体体育育祭 100月月3日㈪

文化祭 10月1日㈯
2日㈰

体育祭 10月3日㈪那賀高祭 知知ると世界界がが平平和和ると世界界が平平和を知るると世ると知る にに！！！

楽 かかないいっっししむしかかなないっしし しょょょを知ると世界が平和に
！

　楽しむしかないっしょ
！

（サツマイモ苗の定植）
　６月７日（火），鷲敷小学校の２年生の皆さんと，サツマイモ「ベニアズマ」の定植を行いました。用意した
たくさんの苗を，慣れない手つきで一生懸命植えました。那賀高生は，この日のために用意したインプリン
ティングボード使い，小学生に分かりやすく説明できました。当日は天候にも恵まれ，誰一人ケガをすることなく，
楽しく実習ができました。今年度も地域交流を深めるための様々な取組を行い，ほ場を生物教室として提供
します。
（サツマイモの収穫）
　10月11日（火），本校ほ場において，鷲敷小学校２・３年生の皆さんと，サツマイモの収穫体験学習を実
施しました。６月に定植したサツマイモ「ベニアズマ」も順調に生育し，立派に育っていました。学習に先立って，
森林クリエイト科１年生でつる切りを行いました。当日は５班に分かれ，那賀高生が先生役をして一緒に収穫
を行いました。掘ってみるとたくさんのサツマイモが出てきました。大きなサツマイモが見つかるたびに子ど
もたちからは「こんなおっきいのがあったよ。」，「ここにいっぱいおる，おやこかな。」といった歓声が上がり
ました。一生懸命にサツマイモを掘る子どもたちが，とてもかわいかったです。収穫後も，那賀高生と一緒
に遊んだりお話をしたりして交流を深めました。このような活動を通して，作物を収穫する喜びや，ふるさと
那賀の自然の魅力を感じてもらえたらと思います。鷲敷小学校の皆さん，楽しい時間をありがとうございました。

マイモ苗の定植）
７日（火），鷲敷小学校の２年生の皆さんと，サツマイモ「ベニアズマ」の定植を行いました。用意
さんの苗を，慣れない手つきで一生懸命植えました。那賀高生は，この日のために用意したイン
グボード使い，小学生に分かりやすく説明できました。当日は天候にも恵まれ，誰一人ケガをするこ

　11月16日（水），１学年が大学や専門学校を実際に訪れ，体験授業
や施設見学，学校説明会等を通して，将来の進路決定に向けた主体的
な意識を高めることができました。四国大学・徳島文理大学・穴吹カ
レッジ・徳島健祥会福祉専門学校・徳島県農林水産技術支援センター・
徳島林業アカデミーを訪問しました。今回の訪問で，将来の自分
「10年後の自分」はどのような場所で働き，暮らしているのだろう，
自分の人生をイメージすると，人生で大切にしたいこと，今，頑張ら
なければならないことが具体的に見えてきたのではないかと思います。



学2 年
★★　
歩
い
た
り
、
バ
ス
の
長
時
間
の
移

動
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の

時
間
さ
え
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

★　
ル
イ
ー
ジ
の
帽
子
を
被
っ
て
歩
い

て
い
る
だ
け
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

★　
時
間
を
守
っ
て
行
動
し
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
や
集
団
行
動
の
大
切

さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

★　
三
段
壁
で
は
、
太
陽
の
光
が
海
に

反
射
し
て
、
と
て
も
き
れ
い
な
景

色
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

★　
皆
既
月
食
を
大
浴
場
の
窓
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
綺
麗
で

し
た
。

★　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
は
、

ミ
カ
ン
を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

★　
夕
日
で
オ
レ
ン
ジ
色
に
包
ま
れ
た

千
畳
敷
は
、
心
が
落
ち
着
く
場
所

で
し
た
。

★　
皆
既
月
食
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き

て
、
み
ん
な
と
勉
強
を
頑
張
っ
て

き
た
ご
褒
美
だ
と
思
い
ま
し
た
。

★　
熊
野
古
道
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験

で
は
、
木
々
の
間
か
ら
見
え
る
雄

大
な
太
平
洋
と
地
元
の
港
の
風
景

に
背
中
を
押
さ
れ
、
最
後
ま
で
歩

き
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
高
野
山
は
有
名
な
方
々
の
お
墓
を

み
る
こ
と
が
で
き
、
神
聖
な
場
所

だ
と
思
い
ま
し
た
。
４
４
２
年
ぶ

り
の
皆
既
月
食
を
見
な
が
ら
入
る

風
呂
は
、
疲
れ
も
取
れ
、
ぽ
か
ぽ

か
で
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。
金
剛
峯

寺
で
は
、
綺
麗
な
庭
園
を
見
て
心

が
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。
有
名
な
人

の
お
墓
や
紅
葉
を
見
て
、
と
て
も

綺
麗
だ
な
思
い
ま
し
た
。
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
パ
ン

ダ
を
見
て
、
全
頭
寝
て
い
る
こ
と

に
笑
い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　11月12日（土），中学生およびその保護者，中学校の
先生方を対象にオープンスクールを開催しました。天
気にも恵まれ，19の中学校から中学生36人，保護者
32人，先生方６人等の76人もの方々に来校いただき
ました。授業公開および学校説明会，寮見学，部活動

公開を行いました。また，アンケートによると，「電子黒板を使って授業がわかりやすそう
だった。」，「ベンチなどがおいてあり，休み時間に座っておしゃべりができそうでした。」，「ど
の授業も工夫されていて充実していた。生徒たちも落ち着いて学習できていた。とてもよ
い雰囲気でした。」「森林の授業が見学できて参考になりました。入学したい気持ちを持っ
たようです。」等，たくさんの感想をいただくことができました。ありがとうございました。

オープンスクールオープンスクール

　11月21日（月），令和４年度の生徒会役員選挙が
行われ，会長に23HRの耒見佳祐くん。副会長に
11HRの福井恭平くんと22HRの井上陽菜さんが選
ばれました。彼らの意気込みを紹介します。
耒見くん：新生徒会長に選出されたこと，本当に感

謝致します。嬉しさと驚きが溢れんばか
りです。前会長ほどの活躍ができるのか
わかりませんが，自分なりに生徒の中心
となり，リーダーシップを発揮して，新しい生徒会を更新していくつもりです！
みんな凄い！と思うような生徒会を作ります！

福井くん：私を副会長に選んでいただき，ありがとうございます。選ばれたからには何事
も全力で頑張ります。

井上さん：私は未熟な部分があるかもしれませんが，副会長としてみなさんの期待に応え
られるよう，誠心誠意頑張ります。

新生徒会発足

　那賀高校カヌー部は，８月２日（火）
から５日（金），香川県府中湖カヌー競
技場にて開催されたインターハイに出
場しました。シングル・ペア・フォア
の種目で，男女合わせて18種目に出
場しました。府中湖は，四国新人大会
で毎年レースを行っている慣れた環境
でしたが，インターハイとなると出場

する選手の多さに圧倒され，緊張感が高まりました。天気にも恵まれ，炎天
下の中でのレースとなりましたが，選手たちは自分たちの力を発揮し，11
種目で予選を突破して準決勝へ進出することができました。決勝への壁はま
だまだ厚いですが，この経験を力にして，カヌー部は今後も活動を続けます！

公
だ
の
い
た

那賀高校カヌー部は，８月２日　那 （火）
ら５日から （金），香川県府中湖カヌー競
場にて開催されたインターハイに出技場

　10月，11月に複数回，小中学生を対象としたカヌー体験会を実施した
ところ，県内の様々な地域からたくさんの人たちが参加してくれました。川
口ダム湖には初心者でも乗ることができる多くの種類の艇が揃っています。
初めてカヌーにチャレンジする参加者もいましたが，コツをつかむとすぐに
漕げるようになり，川口ダム湖の自然を満喫していました。競技艇はバラン
スが悪く，なかなか乗りこなせない艇ですが，「チャレンジしたい！」と言
ってくれる参加者もいました。将来，那賀高校に入学してカヌーをしてくれ
たらと，期待が膨らむカヌー体験となりました。

　10月，11月に複数回，小中学生を対象としたた
ところ，県内の様々な地域からたくさんの人たちがが
口ダム湖には初心者でも乗ることができる多くの種口ダム湖には初心者でも乗ることができる多くの種

修
学
旅
行

修
学
旅
行

  

11
月
７
日（
月
）か
ら
11
月
９
日（
水
）の
２
泊
３
日
で
、
２

学
年
が
和
歌
山
・
大
阪
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
高
野
山
に
あ
る
金
剛
峯
寺
、
２
日
目
は
選
択
体
験
、

南
紀
白
浜
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
三
段
壁
、
千
畳
敷

な
ど
和
歌
山
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
、
３
日
目
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ
を

満
喫
し
ま
し
た
。

生
徒
の
感
想
文
よ
り

記
念
式
典

記
念
式
典

7070
創
立
創
立
創
立
創
立
那
賀
高
校

式式式式

記
念
記
念
記
念
記
念
記
念
記
念

立立

校校

賀
高
校
高
校周

年
周
年

  

10
月
21
日（
金
）、
那
賀
高
校
創
立
70
周
年
記
念
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
徳
島
県
知
事
、
那
賀
町
長
を
は

じ
め
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

那
賀
高
校
の
創
立
の
経
緯
や
歴
史
に
つ
い
て
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
在
校
生
へ
の
励
ま
し
の
言
葉
も
あ

り
、
会
場
が
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
生

徒
会
長
の
平 

流
宇
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を

し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
と
同
時
に
、
私
た
ち
自
身
も

一
歩
ず
つ
着
実
に
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
ま

す
。」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

  

記
念
講
演
で
は
、
地
域
お
こ
し
ド
ロ
ー
ン
社
代
表 

喜
多 

幸
治
様
か
ら
那
賀
町
の
自
然
の
美
し
さ
や
進

路
決
定
に
関
す
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

最
後
に
、
令
和
元
年
度
の
卒
業
生
で
あ
る
ｗ
ａ
ｋ

ａ（
庄
野
若
葉
さ
ん
）の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、

美
し
い
歌
声
に
聞
き
惚
れ
ま
し
た
。

  

ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
の
コ
ー
ス
タ
ー
（
な
か
ぎ
く
ち
ゃ

ん
）、紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
記
念
品
が
配
付
さ
れ
、

喜
び
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

の
移
の
移

そ
の
そ
の

で
す
。

で
す
。

歩
い
歩
い

で
す
で
す
。

と
い
と
い

大
切
大
切

海
に
海
に

な
景
な
景景

ららら麗
で
麗
で
麗
で

で
は
、

で
は

リ
ー
リ
ー

れ
た
れ
た

場
所
場
所

で
き
で
き

っ
て
っ
て

たた
。

体
験
体
験

る
雄
る
雄

風
景

ら
見
ら
見
ら
見

で
歩
で
歩

墓
を
墓
を
墓
を

場
所
場
所
場
所

年
ぶぶ
年
ぶ

入
る
入
る

か
ぽ
か
ぽ

剛
峯
剛
峯

て
心
て
心

な
人
な
人

て
も
て
も

ド
ベ
ド
ベ

パ
ン
パ
ン

こ
と
こ
と

し
た
し
た
。

風
景
風
景

で
歩
で
歩


